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(57)【要約】
【課題】太陽光モジュールに接続する切替装置を備え、
接続極性に関係なく前記太陽光モジュールに正常に接続
する太陽光インバータを提供する。
【解決手段】本発明による太陽光インバータ１０は、太
陽光モジュールの＋極性又は－極性をそれぞれ接続する
第１端子と第２端子に接続される入力部１００と、入力
部１００に接続された第１端子と第２端子を予め設定さ
れたインバータ部５００の極性に合わせて制御する切替
装置２００と、切替装置２００により入力部１００から
印加される前記太陽光モジュールの電圧を昇圧するブー
スター部３００と、ブースター部３００により昇圧され
た電圧を充電するコンデンサ４００と、コンデンサ４０
０に充電された電圧を交流電圧に変換して系統に供給す
るインバータ部５００とを含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　太陽光モジュールの＋極性又は－極性をそれぞれ接続する第１端子と第２端子に接続さ
れる入力部と、
　前記入力部に接続された第１端子と第２端子を予め設定されたインバータ部の極性に合
わせて制御する切替装置と、
　前記切替装置により前記入力部から印加される前記太陽光モジュールの電圧を昇圧する
ブースター部と、
　前記ブースター部により昇圧された電圧を充電するコンデンサと、
　前記コンデンサに充電された電圧を交流電圧に変換して系統に供給するインバータ部と
を含むことを特徴とする太陽光インバータ。
【請求項２】
　前記インバータ部は、
　＋極性接続端子と、
　－極性接続端子とを含むことを特徴とする請求項１に記載の太陽光インバータ。
【請求項３】
　前記切替装置は、
　前記第１端子に前記太陽光モジュールの＋極性が接続され、前記第２端子に前記太陽光
モジュールの－極性が接続される場合、前記第１端子を前記＋極性接続端子に接続し、前
記第２端子を前記－極性接続端子に接続することを特徴とする請求項２に記載の太陽光イ
ンバータ。
【請求項４】
　前記切替装置は、
　前記第１端子に前記太陽光モジュールの－極性が接続され、前記第２端子に前記太陽光
モジュールの＋極性が接続される場合、前記第１端子を前記－極性接続端子に接続し、前
記第２端子を前記＋極性接続端子に接続することを特徴とする請求項２又は３に記載の太
陽光インバータ。
【請求項５】
　前記切替装置は、
　前記太陽光モジュールの＋極性又は－極性をそれぞれ接続する前記第１端子と前記第２
端子を前記インバータ部の極性に合わせて自動接続するものであって、
　一端が前記第１端子に接続される第１入力端子と、
　一端が前記第２端子に接続される第２入力端子と、
　前記第１入力端子と予め設定された基準電圧を比較し、ハイ信号又はロー信号を含む第
１比較結果を出力する第１比較器と、
　前記第２入力端子と前記基準電圧を比較し、ロー信号又はハイ信号を含む前記第１比較
結果と逆になる第２比較結果を出力する第２比較器と、
　一端が前記第１入力端子に接続され、前記第１比較器の出力に基づいて前記第１入力端
子を接続する第１スイッチング部と、
　一端が前記第２入力端子に接続され、前記第２比較器の出力に基づいて前記第２入力端
子を接続する第２スイッチング部と、
　前記第１比較器の出力がハイ信号であるときに前記第１入力端子を前記インバータ部の
＋極性接続端子に接続するか、前記第２比較器の出力がハイ信号であるときに前記第２入
力端子を前記インバータ部の＋極性接続端子に接続する第１出力端子と、
　前記第１比較器の出力がロー信号であるときに前記第１入力端子を前記インバータ部の
－極性接続端子に接続するか、前記第２比較器の出力がロー信号であるときに前記第２入
力端子を前記インバータ部の－極性接続端子に接続する第２出力端子とを含むことを特徴
とする請求項１～４のいずれか一項に記載の太陽光インバータ。
【請求項６】
　前記第１入力端子に前記太陽光モジュールの＋極性の前記第１端子が接続され、前記第
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２入力端子に前記太陽光モジュールの－極性の前記第２端子が接続される場合、
　前記第１比較器はハイ信号を出力し、
　前記第２比較器はロー信号を出力し、
　前記第１スイッチング部は、前記第１比較器のハイ信号に基づいて、前記第１入力端子
の＋極性の電圧を前記第１出力端子に出力し、
　前記第２スイッチング部は、前記第２比較器のロー信号に基づいて、前記第２入力端子
の－極性の電圧を前記第２出力端子に出力することを特徴とする請求項５に記載の太陽光
インバータ。
【請求項７】
　前記第１入力端子に前記太陽光モジュールの－極性の前記第１端子が接続され、前記第
２入力端子に前記太陽光モジュールの＋極性の前記第２端子が接続される場合、
　前記第１比較器はロー信号を出力し、
　前記第２比較器はハイ信号を出力し、
　前記第１スイッチング部は、前記第１比較器のロー信号に基づいて、前記第１入力端子
の－極性の電圧を前記第２出力端子に出力し、
　前記第２スイッチング部は、前記第２比較器のハイ信号に基づいて、前記第２入力端子
の＋極性の電圧を前記第１出力端子に出力することを特徴とする請求項５に記載の太陽光
インバータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、太陽光インバータに関し、特に太陽光モジュールに接続する切替装置を備え
、接続極性に関係なく前記太陽光モジュールに正常に接続する太陽光インバータに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、太陽光インバータ（又は、系統連系インバータ）とは、電力変換装置であり、
入力電力系統と商用電力系統である電源電力系統に連系して前記入力電力系統の電力を前
記電源電力系統に伝送するためのシステムである。
【０００３】
　前記太陽光インバータは、太陽光モジュール（又は、太陽電池モジュール）に入力端を
接続するが、前記太陽光モジュールに＋／－の２つの極性があるので、前記太陽光インバ
ータの入力端にも＋／－の２つの極性がある。
【０００４】
　また、交流（ＡＣ）は極性のない無極性であるので、結線する際に極性を気にしなくて
もよいが、直流（ＤＣ）は＋／－の極性があるので、＋は＋極性同士、－は－極性同士を
接続しなければならない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述したように、前記太陽光インバータにおいて、前記太陽光インバータを太陽光モジ
ュールに設置する作業者が前記太陽光モジュールと前記太陽光インバータ間の＋極性と－
極性を同じ極性同士となるように接続していない状態、すなわち前記太陽光インバータと
前記太陽光モジュール間の極性を誤って接続した状態で前記太陽光インバータを動作する
と、瞬間的に大きな電流が流れてスパイクが発生し、前記太陽光インバータに焼損が発生
する。
【０００６】
　本発明は、上記問題を解決するためになされたものであり、太陽光モジュールに接続す
る切替装置を備え、接続極性に関係なく前記太陽光モジュールに正常に接続する太陽光イ
ンバータを提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の実施形態による太陽光インバータは、太陽光モジュールの＋極性又は－極性を
それぞれ接続する第１端子と第２端子に接続される入力部と、前記入力部に接続された第
１端子と第２端子を予め設定されたインバータ部の極性に合わせて制御する切替装置と、
前記切替装置により前記入力部から印加される前記太陽光モジュールの電圧を昇圧するブ
ースター部と、前記ブースター部により昇圧された電圧を充電するコンデンサと、前記コ
ンデンサに充電された電圧を交流電圧に変換して系統に供給するインバータ部とを含む。
【０００８】
　本発明の一態様において、前記インバータ部は、＋極性接続端子と、－極性接続端子と
を含んでもよい。
【０００９】
　本発明の他の態様において、前記切替装置は、前記第１端子に前記太陽光モジュールの
＋極性が接続され、前記第２端子に前記太陽光モジュールの－極性が接続される場合、前
記第１端子を前記＋極性接続端子に接続し、前記第２端子を前記－極性接続端子に接続す
るようにしてもよい。
【００１０】
　本発明のさらに他の態様において、前記切替装置は、前記第１端子に前記太陽光モジュ
ールの－極性が接続され、前記第２端子に前記太陽光モジュールの＋極性が接続される場
合、前記第１端子を前記－極性接続端子に接続し、前記第２端子を前記＋極性接続端子に
接続するようにしてもよい。
【００１１】
　本発明の実施形態による太陽光インバータは、太陽光モジュールの＋極性又は－極性を
それぞれ接続する第１端子と第２端子をインバータ部の極性に合わせて自動接続する切替
装置を含む太陽光インバータにおいて、前記切替装置は、一端が前記第１端子に接続され
る第１入力端子と、一端が前記第２端子に接続される第２入力端子と、前記第１入力端子
と予め設定された基準電圧を比較し、ハイ信号又はロー信号を含む第１比較結果を出力す
る第１比較器と、前記第２入力端子と前記基準電圧を比較し、ロー信号又はハイ信号を含
む前記第１比較結果と逆になる第２比較結果を出力する第２比較器と、一端が前記第１入
力端子に接続され、前記第１比較器の出力に基づいて前記第１入力端子を接続する第１ス
イッチング部と、一端が前記第２入力端子に接続され、前記第２比較器の出力に基づいて
前記第２入力端子を接続する第２スイッチング部と、前記第１比較器の出力がハイ信号で
あるときに前記第１入力端子を前記インバータ部の＋極性接続端子に接続するか、前記第
２比較器の出力がハイ信号であるときに前記第２入力端子を前記インバータ部の＋極性接
続端子に接続する第１出力端子と、前記第１比較器の出力がロー信号であるときに前記第
１入力端子を前記インバータ部の－極性接続端子に接続するか、前記第２比較器の出力が
ロー信号であるときに前記第２入力端子を前記インバータ部の－極性接続端子に接続する
第２出力端子とを含む。
【００１２】
　本発明の一態様において、前記第１入力端子に前記太陽光モジュールの＋極性の前記第
１端子が接続され、前記第２入力端子に前記太陽光モジュールの－極性の前記第２端子が
接続される場合、前記第１比較器はハイ信号を出力し、前記第２比較器はロー信号を出力
し、前記第１スイッチング部は、前記第１比較器のハイ信号に基づいて、前記第１入力端
子の＋極性の電圧を前記第１出力端子に出力し、前記第２スイッチング部は、前記第２比
較器のロー信号に基づいて、前記第２入力端子の－極性の電圧を前記第２出力端子に出力
するようにしてもよい。
【００１３】
　本発明の他の態様において、前記第１入力端子に前記太陽光モジュールの－極性の前記
第１端子が接続され、前記第２入力端子に前記太陽光モジュールの＋極性の前記第２端子
が接続される場合、前記第１比較器はロー信号を出力し、前記第２比較器はハイ信号を出
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力し、前記第１スイッチング部は、前記第１比較器のロー信号に基づいて、前記第１入力
端子の－極性の電圧を前記第２出力端子に出力し、前記第２スイッチング部は、前記第２
比較器のハイ信号に基づいて、前記第２入力端子の＋極性の電圧を前記第１出力端子に出
力するようにしてもよい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の実施形態による太陽光インバータは、太陽光モジュールに接続する切替装置を
備え、接続極性に関係なく前記太陽光モジュールに正常に接続する太陽光インバータであ
るため、作業者が太陽光モジュールと太陽光インバータの極性を誤結線しても、前記太陽
光インバータの焼損を防止することができるので、前記太陽光インバータが正常な機能を
行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態による太陽光インバータの構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態による太陽光インバータ部の回路図である。
【図３】本発明の一実施形態による切替装置の回路図である。
【図４】本発明の一実施形態による切替装置の動作状態を示す図である。
【図５】本発明の一実施形態による切替装置の動作状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、添付図面を参照して、本発明の実施形態について詳細に説明するが、図面番号に
関係なく同一又は対応する構成要素には同一符号を付し、それについての説明は省略する
。
【００１７】
　図１は本発明の一実施形態による太陽光インバータ１０の構成を示すブロック図である
。
【００１８】
　図１に示すように、太陽光インバータ１０は、入力部１００と、切替装置２００と、ブ
ースター部３００と、コンデンサ４００と、インバータ部５００とから構成される。図１
に示す太陽光インバータ１０の構成要素の全てが必須構成要素というわけではなく、図１
に示す構成要素より多くの構成要素によって太陽光インバータ１０が実現されてもよく、
それより少ない構成要素によって太陽光インバータ１０が実現されてもよい。
【００１９】
　入力部１００は、図２に示すように、第１入力部１１０と、第２入力部１２０とから構
成される。
【００２０】
　また、第１入力部１１０は、太陽光モジュール（図示せず）の＋又は－極性に接続され
、第２入力部１２０は、前記太陽光モジュールの－又は＋極性に接続される。
【００２１】
　切替装置２００は、前記太陽光モジュールの＋／－端子にそれぞれ接続された入力部１
００の第１入力部１１０と第２入力部１２０の端子接続状態を確認し、確認した入力部１
００（又は、第１入力部１１０と第２入力部１２０）の端子状態をインバータ部５００の
接続端子極性に合わせて制御する（又は、切り替える）。
【００２２】
　また、切替装置２００は、図３に示すように、第１入力端子２１０と、第２入力端子２
２０と、基準電圧（又は、基準電圧供給部）２３０と、第１比較器２４０と、第２比較器
２５０と、第１スイッチング部２６０と、第２スイッチング部２７０と、第１出力端子２
８０と、第２出力端子２９０とから構成される。
【００２３】
　第１入力端子２１０は、一端が第１入力部１１０に接続され、他端が第１比較器２４０
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と第１スイッチング部２６０に接続される。
【００２４】
　第２入力端子２２０は、一端が第２入力部１２０に接続され、他端が第２比較器２５０
と第２スイッチング部２７０に接続される。
【００２５】
　基準電圧２３０は、第１比較器２４０と第２比較器２５０にそれぞれ基準電圧（例えば
、「０Ｖ」）を供給する。
【００２６】
　第１比較器２４０は、一端（又は、入力端）が第１入力端子２１０の他端と基準電圧２
３０の他端に接続され、他端（又は、出力端）が第１スイッチング部２６０に接続される
。
【００２７】
　また、第１比較器２４０は、第１入力端子２１０と基準電圧２３０間の比較結果に応じ
て、ハイ信号（もしくは、ハイレベル、もしくは、第1入力端子２１０から印加された電
圧／電流）又はロー信号を第１スイッチング部２６０に出力する。
【００２８】
　第２比較器２５０は、一端が第２入力端子２２０の他端と基準電圧２３０の他端に接続
され、他端が第２スイッチング部２７０に接続される。
【００２９】
　また、第２比較器２５０は、第２入力端子２２０と基準電圧２３０間の比較結果に応じ
て、ロー信号又はハイ信号を第２スイッチング部２７０に出力する。
【００３０】
　第１スイッチング部２６０は、一端が第１入力端子２１０に接続され、他端が第１出力
端子２８０と第２出力端子２９０に接続される。
　また、第１スイッチング部２６０は、並列接続される第１スイッチ２６１と第２スイッ
チ２６２を含む。
【００３１】
　さらに、第１スイッチング部２６０は、第１比較器２４０から出力された出力に基づい
て、並列接続された第１スイッチ２６１と第２スイッチ２６２の動作を制御する。
【００３２】
　すなわち、第１スイッチング部２６０は、第１比較器２４０から出力された出力がハイ
信号であるとき、第１スイッチ２６１をオンにし、第２スイッチ２６２をオフにし、第１
入力端子２１０から印加された信号（又は、ハイ信号）を第１出力端子２８０に出力する
。
【００３３】
　さらに、第１スイッチング部２６０は、第１比較器２４０から出力された出力がロー信
号であるとき、第１スイッチ２６１をオフにし、第２スイッチ２６２をオンにし、第１入
力端子２１０から印加された信号（又は、ロー信号）を第２出力端子２９０に出力する。
【００３４】
　第２スイッチング部２７０は、一端が第２入力端子２２０に接続され、他端が第１出力
端子２８０と第２出力端子２９０に接続される。
【００３５】
　また、第２スイッチング部２７０は、並列接続される第３スイッチ２７１と第４スイッ
チ２７２を含む。
【００３６】
　さらに、第２スイッチング部２７０は、第２比較器２５０から出力された出力に基づい
て、並列接続された第３スイッチ２７１と第４スイッチ２７２の動作を制御する。
【００３７】
　すなわち、第２スイッチング部２７０は、第２比較器２５０から出力された出力がハイ
信号であるとき、第３スイッチ２７１をオンにし、第４スイッチ２７２をオフにし、第２
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入力端子２２０から印加された信号（又は、ハイ信号）を第１出力端子２８０に出力する
。
【００３８】
　さらに、第２スイッチング部２７０は、第２比較器２５０から出力された出力がロー信
号であるとき、第３スイッチ２７１をオフにし、第４スイッチ２７２をオンにし、第２入
力端子２２０から印加された信号（又は、ロー信号）を第２出力端子２９０に出力する。
【００３９】
　第１出力端子（又は、切替装置２００の＋極性出力端子）２８０は、一端が第１スイッ
チ２６１と第３スイッチ２７１に接続され、他端がインバータ部５００の＋極性接続端子
５１０に接続される。
【００４０】
　また、第１出力端子２８０は、第１入力端子２１０に＋極性が接続された場合、第１入
力端子２１０及び第１スイッチ２６１を介してインバータ部５００の＋極性接続端子５１
０に接続される。
【００４１】
　さらに、第１出力端子２８０は、第２入力端子２２０に＋極性が接続された場合、第２
入力端子２２０及び第３スイッチ２７１を介してインバータ部５００の＋極性接続端子５
１０に接続される。
【００４２】
　第２出力端子（又は、切替装置２００の－極性出力端子）２９０は、一端が第２スイッ
チ２６２と第４スイッチ２７２に接続され、他端がインバータ部５００の－極性接続端子
５２０に接続される。
【００４３】
　また、第２出力端子２９０は、第１入力端子２１０に－極性が接続された場合、第１入
力端子２１０及び第２スイッチ２６２を介してインバータ部５００の－極性接続端子５２
０に接続される。
【００４４】
　さらに、第２出力端子２９０は、第２入力端子２２０に－極性が接続された場合、第２
入力端子２２０及び第４スイッチ２７２を介してインバータ部５００の－極性接続端子５
２０に接続される。
【００４５】
　ブースター部３００は、図２に示すように、リアクター３１０と、スイッチ３２０と、
ダイオード３３０とから構成される。
【００４６】
　リアクター３１０は、一端が第１出力端子２８０に接続され、他端がスイッチ３２０と
ダイオード３３０に直列接続される。
【００４７】
　スイッチ３２０は、一端がリアクター３１０に直列接続され、他端が第２出力端子２９
０に直列接続される。
【００４８】
　また、スイッチ３２０は、ダイオード３３０に並列接続される。
【００４９】
　ダイオード３３０は、リアクター３１０に直列接続され、スイッチ３２０に並列接続さ
れる。
【００５０】
　また、ブースター部３００は、切替装置２００により入力部１００から印加される前記
太陽光モジュールの電圧（又は、電流／電力）を昇圧する（又は、上昇させる）。
【００５１】
　コンデンサ４００は、ブースター部３００に直列接続される。
【００５２】
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　また、コンデンサ４００は、ブースター部３００により昇圧された電圧（又は、電力／
エネルギー）を充電する。
【００５３】
　インバータ部５００は、コンデンサ４００に充電された電圧（又は、エネルギー、平滑
された直流電源／電圧）を交流電源（又は、ＡＣ電源／三相電源）に変換して誘導電動機
（図示せず）などの電力系統に供給（又は、出力）する。
【００５４】
　また、インバータ部５００は、＋極性接続端子５１０と、－極性接続端子５２０とを含
む。ここで、＋極性接続端子５１０には予め設定された＋極性が接続され、－極性接続端
子５２０には予め設定された－極性が接続されるように構成される。
【００５５】
　前述したように、切替装置２００は、前記太陽光モジュールの＋／－端子にそれぞれ接
続された入力部１００の第１入力部１１０（又は、第１入力端子２１０に対応）と第２入
力部１２０（又は、第２入力端子２２０に対応）の端子接続状態を確認し、確認した第１
入力部１１０と第２入力部１２０の端子状態（又は、第１入力端子２１０と第２入力端子
２２０の端子状態）に基づいて、第１入力部１１０（又は、第１入力端子２１０）をイン
バータ部５００の＋極性接続端子５１０又は－極性接続端子５２０に接続し、第２入力部
１２０（又は、第２入力端子２２０）をインバータ部５００の－極性接続端子５２０又は
＋極性接続端子５１０に接続することができる。
【００５６】
　図４は本発明の一実施形態による切替装置２００の第１入力端子２１０に＋極性が接続
され、第２入力端子２２０に－極性が接続された場合の切替装置２００の動作を示す回路
図である。ここで、実線で示す部分は回路が形成される部分であり、点線は回路が形成さ
れない（オープン状態）部分である。
【００５７】
　まず、第１比較器２４０は、第１入力端子２１０で感知された前記＋極性の電圧と基準
電圧２３０（例えば、０Ｖ）を比較し、その結果、ハイ信号（例えば、Ｈ）を出力する。
【００５８】
　その後、第１スイッチング部２６０は、第１比較器２４０の出力に基づいて、第１スイ
ッチ２６１をオンにし、第２スイッチ２６２をオフにし、第１入力端子２１０の前記＋極
性の電圧を第１出力端子２８０に出力する。
【００５９】
　また、第２比較器２５０は、第２入力端子２２０で感知された前記－極性の電圧と前記
基準電圧を比較し、その結果、ロー信号（例えば、Ｌ）を出力する。
【００６０】
　その後、第２スイッチング部２７０は、第２比較器２５０の出力に基づいて、第３スイ
ッチ２７１をオフにし、第４スイッチ２７２をオンにし、第２入力端子２２０の前記－極
性の電圧を第２出力端子２９０に出力する。
【００６１】
　このように、前記太陽光モジュールの＋極性／－極性が太陽光インバータ１０の入力部
１００に正常に接続された場合、入力部１００に接続された端子の特性の通り出力端子２
８０、２９０に接続し、前記太陽光モジュールの＋極性／－極性とインバータ部５００を
正常に接続する。
【００６２】
　図５は本発明の一実施形態による切替装置２００の第１入力端子２１０に－極性が接続
され、第２入力端子２２０に＋極性が接続された場合の切替装置２００の動作を示す回路
図である。ここで、実線で示す部分は回路が形成される部分であり、点線は回路が形成さ
れない（オープン状態）部分である。
【００６３】
　まず、第１比較器２４０は、第１入力端子２１０で感知された前記－極性の電圧と基準
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電圧２３０（例えば、０Ｖ）を比較し、その結果、ロー信号（例えば、Ｌ）を出力する。
【００６４】
　その後、第１スイッチング部２６０は、第１比較器２４０の出力に基づいて、第１スイ
ッチ２６１をオフにし、第２スイッチ２６２をオンにし、第１入力端子２１０の前記－極
性の電圧を第２出力端子２９０に出力する。
【００６５】
　また、第２比較器２５０は、第２入力端子２２０で感知された前記＋極性の電圧と前記
基準電圧を比較し、その結果、ハイ信号（例えば、Ｈ）を出力する。
【００６６】
　その後、第２スイッチング部２７０は、第２比較器２５０の出力に基づいて、第３スイ
ッチ２７１をオンにし、第４スイッチ２７２をオフにし、第２入力端子２２０の前記＋極
性の電圧を第１出力端子２８０に出力する。
【００６７】
　このように、前記太陽光モジュールの＋極性／－極性が太陽光インバータ１０の入力部
１００に逆に接続された場合、入力部１００に接続された端子の特性とは逆に出力端子２
８０、２９０に接続し、前記太陽光モジュールの＋極性／－極性とインバータ部５００を
正常に接続する。
【００６８】
　本発明の実施形態は、前述したように、太陽光モジュールに接続する切替装置を備え、
接続極性に関係なく前記太陽光モジュールに正常に接続する太陽光インバータを提供する
ことにより、作業者が太陽光モジュールと太陽光インバータの極性を誤結線しても、前記
太陽光インバータの焼損を防止することができるので、前記太陽光インバータが正常な機
能を行うことができる。
【００６９】
　前述した内容は、本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者であれば、本
発明の本質的な特性から逸脱しない範囲で様々な変更及び変形が可能である。よって、本
発明に開示された実施形態は、本発明の技術思想を説明するためのものであり、本発明の
技術思想を限定するものではない。本発明の範囲は特許請求の範囲により定められ、それ
と同等の技術思想も本発明に含まれる。
【符号の説明】
【００７０】
　１０　　太陽光インバータ
　１００　　入力部
　１１０　　第１入力部
　１２０　　第２入力部
　２００　　切替装置
　２１０　　第１入力端子
　２２０　　第２入力端子
　２３０　　基準電圧
　２４０　　第１比較器
　２５０　　第２比較器
　２６０　　第１スイッチング部
　２７０　　第２スイッチング部
　３００　　ブースター部
　４００　　コンデンサ
　５００　　インバータ部
　５１０　　＋極性接続端子
　５２０　　－極性接続端子
　Ｈ　　ハイ信号
　Ｌ　　ロー信号
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